
 

 

 
【お知らせ】 
○東灘区保護司会総会 書面票決 
 
○ホームページだより（動画）発信開始 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇メールマガジン第３２号（４月１日） 
東灘区保護司会では“社会を明るくする運動”

作文コンテストの応募数を増やすため、今年はポ
スターを制作することにしました。 
毎年 5月に、保護司が学校を訪問し校長等に応

募依頼をしていますが、学校の取組みには温度差
があり、5年生全員が授業で作文を書くところも
あれば、先生止まりで子供たちに伝わっていない
ところもあるのが現状です。 

 そこで、応募校・応募数の増加を願い、ポス
ター制作を専門家に依頼することにしました。と
かく保護司の発想では、子供たちに親しんでもら
うために「ホゴちゃん、サラちゃん」などのキャ
ラクターをメインに仕勝ちです。ところが、デザ
イナーに依頼してみると「作文コンテストの告知
であることを大きくメインに扱い、どんなことを
書けば良いのかわかりやすく伝える」説明型ポス
ターを提案して下さいました。 
今までの”社会を明るくする運動”にはない

「清楚なイメージ」、わかりやすいように工夫さ
れているデザインと、関係者では大好評です。 
作文コンテストの応募は「学校への依頼」だけ

でなく、「広報活動」すなわち、ポスターを学校
掲示板に張っていただき、東灘区広報紙コミコミ
に投稿します。更に、東灘区保護司会のホームペ
ージからフェイスブック、インスタグラム、ツイ
ッターと展開していきますので、どうか皆さんに
よるシェア、拡散をお願いします。 
 

 
 
 
 
【情報収集コーナー】 
〇令令和４年３月９日 第７２回“社会を明る
くする運動”作文コンテストについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○３月１９日 「【YouTub配信】広がっていま
す。＃再犯防止～みんなで描く、誰ひとり取り
残さない社会～」 
⇒○令和４年度第１回オンライン自主研修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○３月３０日 公開シンポジウム「イタリアの
実践から日本の少年司法について考える」【犯
罪 
 

東灘区保護司会ホームページだより 令 和 ４ 年 
４ 月 １ 日 

 



○４月１日 少年法が変わります！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【地域からの頼り】 
〇３月４日大森保護司投稿（中央区保護司会） 
２月初旬に更生保護サポートセンターの防犯対策
としてテレビインターホンを取り付けました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【メッセージ】 
○３月２８日 全国保護司連盟ＨＰに投稿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【会員の投稿（保護司関連の話】 
○３月１０日 FACEBOOK長束保護司 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○３月１２日 韓国ドラマ「未成年裁判」は何
が面白い？Netflixで連日 1位（和田保護司） 
全１０話 ハマってしまいました。ところで、
書類の綴じ方が日本と全く違うのにビックリ。
タテ用紙を短辺綴じ、片面印刷。分厚くなる
が、凄い速度でのめくり。余談ですが。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



○３月１１日 寄り添い弁護士制度研修報告
（中瀬保護司） 
和田会長からご案内頂いた兵庫県弁護士会主催
の｢寄り添い弁護士制度研修｣に参加しました。
更生保護との関係も深く、また、自治体の福祉
施策とも連携が図られている事が分かりまし
た。4では、高齢の女性の刑務所出所後の処遇
で、生々 
しい話で関係機関のチームワークの重要性が必
要だと理解できました。ためになる研修でし
た。 
（注）兵庫県弁護士会→兵庫県保護司会連合会
→保護区保護司会→東灘区保護司会員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇３月２４日 新聞記事紹介その１（羽島名誉
会員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇３月２６日 新聞記事紹介その２（羽島名誉
会員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇３月２７日 新聞記事紹介その３（羽島名誉
会員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〇３月２６日 兵庫県弁護士会 映画「子ども
たちをよろしく」オンライン上映会 
３月２６日（土）午前での、１時間４５分にわた
るリアルで重たく苦しい映画に疲れた。更に、上
映終了後の東京新聞望月記者の１２分コメント、
これも強烈で、圧倒された。「大人社会の歪み 
子どものいじめ 子ども社会の葛藤 直結してい
ることがよく表れていたのでないかと思います」
「もし彼のそばに 一人でも彼の苦しみに寄り添
える大人がいれば 母親、父親、第三者の先生 
大人たち」「この映画は 子どもを追い込んでい
くのは何よりも 大人社会の歪み だということ
を伝えています」などのコメントが印象に残っ
た。（和田保護司投稿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇３月２７日 兵庫県弁護士会 映画「子ども
たちをよろしく」を視聴して 
昨日、「子どもたちをよろしく」映画を観て、「重
たい主題の映画だった」「朝からストレスが溜ま
った。望月記者のコメントで内容が理解できた
が」といった感想が保護司から寄せられました。
私もリアルで重たく苦しい映画に疲れました。 
 ところで、兵庫県弁護士会会長が終わりの挨拶
で「この映画をご覧になって、心底疲れておられ
るのではないでしょうか・・・・フィクションで
はなくリアリティに富んでいる・・・この映画は
弁護士たちにむけられている・・・ひとりひとり
の大人として『子どもたちをよろしく』とのメッ
セージ・・・。」と語っていました。 
 一方、昨年の暮れＮＨＫＢＳドラマ「生きて、
ふたたび 保護司・深谷善輔」そして WOWOWドラ
マ・その後映画化「前科者」で保護司の寄り添う
姿が描かれています。まさに、「子どもたちをよ
ろしく」終了後の東京新聞望月記者のコメント
「もし彼のそばに 一人でも彼の苦しみに寄り添
える大人がいれば 母親、父親、第三者の先生 
大人たち」のひとつの解かも知れません。 
 また、３月１０日の兵庫県弁護士会主催の｢寄
り添い弁護士制度研修｣そして３月１９日法務省
「【YouTub配信】広がっています。＃再犯防止～
みんなで描く、誰ひとり取り残さない社会～」で
の「検察による入口支援」が、求められる解と思
います。 
 どうか、「子どもたちをよろしく」の続編を制
作してください。「この映画はフィクションであ
る。しかし、その中に出てくることはひとつひと
つすべてリアルの現実だと。フィクションだから
こそリアルティを追求することができたんだ」で

終わらないようお願いします。（和田保護司投
稿） 
【会員の投稿（その他】 
○３月９日 FACEBOOK道谷保護司 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○３月２２日 FACEBOOK道谷保護司 
今日（3月 22
日）の朝日放送
「キャスト」の
「なんでやね
ん！？」、先週
に引きで多くの
方々にご覧いた
だいたようで、
ありがとうござ
いました。 
今日の疑問

は、「神戸絶景
デートスポット
公園にトリハダ
ものの七不思議
あるの、なんで
やねん！？」
で、中央区にあ
る諏訪山公園の
謎を解明しました。と言っても、今回のネタは、
長く神戸にお住まいの方なら、番組の冒頭で答え
がわかってしまったのではないでしょうか！ 
今、諏訪山公園内にある「子供の園」の遊具

は、もともとここにあった「諏訪山動物園」の施
設を有効活用したものです。番組で、古川アナと
河合さんは、諏訪山公園の北の入口にあたる「ビ



ーナスブリッジ」から金星台に降り、そこから
「子供の園」に入るというルートで七不思議を辿
っていきました。番組でも解説した通り、この七
不思議の 4つが、謎の答えに関係あるもので、そ
の答えと言うのは、ここは、かつて「諏訪山動物
園」という動物園があった場所だということで
す。諏訪山動物園の解説は、答え合わせの後、現
地で詳しくお話ししたのですが、その内容は、古
川アナのナレーションと昔の映像で済まされてし
まいました。 
正直、この企画の相談を受けたとき、神戸市民

ならこのネタは結構知っていると思うとアドバイ
スしたのですが、担当ディレクターは「大丈夫！
二人は、絶対間違えるでしょう。」と言われるの
で、大丈夫かなと思いつつロケに向かいました。
結果は私の予想通り、今回、お二人は正解を導き
出し、私ははじめて 100点満点を宣言しました。 
参考までに、この「諏訪山公園」については、

拙著『神戸歴史トリップ』の Web版『中央区歴史
物語』（神戸市中央区役所のホームページで公開
中）の中の「諏訪神社と諏訪山公園」の項目で解
説していますのでご参照ください。 

 
【事業報告】 
〇本山支部会 
日時 ３月３日（木）１９：００～２０：００ 
場所 東灘区更生保護サポートセンター 
出席者 和田、松澤、山下、川西、永井、藤田、
井上、中瀬保護司 
     オンライン 石田保護司 
議題 
・連絡事項 
 〇ホームページだより１月、２月号の説明 
 〇令和４年度総会について 
 〇作文コンテストのポスター制作について 
〇保護観察経過報告書の作成・提出のＩＣＴ化  
の開始について 

・処遇会議  
ある保護司の対象者処遇について意見交換 
・その他 情報交換    （和田保護司投稿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇魚崎支部会 
日時 ３月５日（土）１８：３０～１９：３０ 
場所 魚崎西町会館 
出席者 石畠、西口、宮田、清原、石岡、高橋、

松村、板井、鳥井、長束保護司 
議題 
①連絡事項 
  ○東灘区保護司会ホームページだより 
  ○日更女だより 
  ○兵庫更女だより 
②自主研修 
  ○保護司専用ＨＰ”Ｈ＠”からの報告書制作 
③令和 4年度東灘区保護司会総会について 
  ○書面決議になります 
④情報交換 
  ○学校連携事業 魚崎中学校へごあいさつ 
  ○研修旅行     （長束保護司投稿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇本山支部会 新任保護司候補者の確保活動 
月日 ３月１０日（木）１９：００～２０：００ 
場所 喫茶ユニーク（阪急岡本駅前） 
出席者 和田・松澤保護司、新任保護司候補者 
資料をもとに和田保護司が説明し、その後、質疑
応答で閉店２０時まで話し合いました。事前に東
灘区保護司会ホームページ「保護司へのお誘い」
コーナーをご覧になり、幅広い質問を投げかけら
れました。とても有意義な話し合いで、良い感触
でした。（和田保護司投稿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇第７２回“社会を明るくする運動”東灘区推
進委員会第１回打合せ会 
月日 ３月１５日（火）１５：００～１６：２０ 
場所 東灘区役所４階会議室 
出席者 東灘区役所まちづくり課係長、担当 
   東灘区保護司会 和田、松澤、米倉保護司 
議事 
１ 「社会を明るくする集い」について 
２ 「パネル展」について 



３ 「小・中学生作文コンテスト」について 
４ 「大学生等メッセージ動画コンテスト」につ
いて 
５ 「だんじり広場イベントが不可の場合」につ
いて 
６ 「チラシ」について 
７ 「ティッシュ」について 
８ 「全体スケジュール」について  
９ その他 
について意見交換をしました。久しぶりに、８０
分間、みっちりと仕事をしました。（和田保護司
投稿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇神戸市保護司会連絡協議会理事会 
月日 ３月１６日（水）１０：３０～１３：００ 
場所 チサンホテル神戸 3階 六甲の間 
出席者 和田会長 
令和 3年度予算執行状況及び同事業実施結果、令
和 4年度事業計画、同予算、令和 4年度総会開催
などを審議した後、1時間程度、保護司専用ホー
ムページ、全国保護司連盟ホームページなどＩＣ
Ｔ化関係について意見交換が行われた。（和田保
護司投稿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇神戸市東灘区社会福祉協議会令和３年度第２
回評議員会 
日時 ３月２５日（金）１４：００～１５：００ 
場所 東灘区役所４階 大会議室 
出席者 和田会長 
令和３年度第２回評議会が対面で開催されまし
た。令和３年度補正予算（案）、令和４年度事業
計画（案）及び予算（案）、報告事項が承認され
ました。私は東灘区保護司会 会長として参加し
ましたが、二人の支部長さんは保護司会とは別 

に、それぞれの地区委員会・協議会の会長、副会
長で評議員になられています。ところで、東灘区
こどもの居場所 MAP（こども食堂、学習支援１６
か所）が配られ、そのなかに東灘区の保護司さ
ん、東灘地区ＢＢＳ会員が手伝っている「こども
食堂ほんわかキッチン」が載っていました。東灘
区保護司会のみなさんは、地域で幅広く活躍され
ています。ありがとうございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇住吉支部会 
日時 ３月２６日(土)１０:００～１１：００ 
場所 佐々木保護司宅 
出席者 羽島名誉会員、 
    葉山、泉川、大野、米倉保護司 
議題 
・令和４年度東灘区保護司会総会について(書面
表決で行います) 
・令和４年度社明活動について(社明の集い、展
示、社明物資等について) 
・社明作文コンテスト募集の依頼について 
・社明パネル作成について 
・経過報告書等について 
・オンライン自主研修について 
・保護司推薦者の検討 
・その他(今後の予定、意見・情報交換、他) 
 まん延防
止措置が解
除され、久
しぶりの住
吉支部会を
開催いたし
ました。 
名誉会員羽
島さんから
たくさんの
アドバイス
も頂き、皆
さんと活発
な意見交換
が出来まし
た。（米倉
保護司投
稿） 


